
令和６年度産業・情報技術等指導者養成事業 

受   講   案   内 

（家庭：Ｊ－１） 

 

１．研修期間  令和６年８月１日（木） ～ ８月２日（金） 

 

２．研修日程  別添のとおり（別紙様式１） 

 

３．講師一覧  別添のとおり（別紙様式２） 

 

４．会 場  埼玉大学  

         〒３３８―８５７０ 

埼玉県さいたま市桜区下大久保２５５  

      アクセスは 埼玉大学URL     http://www.saitama-u.ac.jp/ 

     ＊JR埼京線南与野駅下車または JR京浜東北線北浦和駅下車、いずれもバスで埼玉大学 

 

５．研修初日の集合時間及び場所 

        令和６年 ８月１日（木）受付：８時３０分～９時 

        埼玉大学 教育学部 A棟 4階 426教室（予定）A棟入口に表示 

     ＊教育学部A棟の場所はキャンパスマップを参照（正門から直進、○59の建物です） 

        https://www.saitama-u.ac.jp/access/map.pdf 

 

６．準備するもの 

  ・筆記用具 

  ・「中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 技術・家庭編」（平成 29年 7月） 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/

2019/03/18/1387018_009.pdf 

  ・「『指導と評価の一体化』のための学習指導評価に関する参考資料 中学校 技術・家庭」 

   （令和 2年 3月） 

    https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_g-gijyut.pdf 

 

７．宿泊について 

  ・宿泊の斡旋はしない。宿泊先は各自で確保すること。 

 

８．事前課題の作成について 

○「「学習指導要領」に沿った授業を行う上で、分からないこと、困っていること」につい

て、各自でまとめ、記載すること。様式や分量は自由。 

提出方法は次の通り。 

提出期限： 令和６年 ７月１９日（金）１７時まで 

提出方法：  Wordや Excel等で作成したものを PDFに変換し、メール添付で提出し

http://www.saitama-u.ac.jp/
https://www.saitama-u.ac.jp/access/map.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_009.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_009.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_g-gijyut.pdf


てください。ファイル名は「指導者研修_事前課題（名前）」でお願いします。 

メールの件名：  事前課題の提出 (名前)  

 メール送信先：   midorit@mail.saitama-u.ac.jp  生活創造講座 高橋美登梨 

 

９．緊急時の連絡について 

研修当日に緊急連絡等の必要が生じた場合はメールで連絡をします。その連絡先が事前課

題提出に使用するアドレス以外を希望する場合には、下記までお知らせください。 

連絡いただいた情報は本研修の連絡以外に使用いたしません。よろしくお願いします。 

 

 

 

連絡・問い合わせ先  （メールでの連絡にご協力お願いします） 

〒338－8570 さいたま市桜区下大久保２５５ 

                   埼玉大学教育学部 生活創造講座 吉川はる奈 

                    メール yoshih@mail.saitama-u.ac.jp 

                   埼玉大学教育学部 生活創造講座 高橋美登梨 

                    メール midorit@mail.saitama-u.ac.jp 
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mailto:midorit@mail.saitama-u.ac.jp
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建 物 配 置図

1事務局棟
2守衛所
3研究機構棟
　・日本語教育センター（1F）
　・オープンイノベーションセンター（1F）
　・先端産業国際ラボラトリー（1F）
　・リサーチ・アドミニストレーターオフィス（2F）
　・社会調査研究センター（3F）
　・ダイバーシティ推進センター（3F）
5教養学部棟
8一般管理施設（多目的棟）
9教育機構棟
　・英語教育開発センター（2F）
　・障がい学生支援室（2F）
⓾全学講義棟 1号館（1F学生センター）
7全学講義棟 2号館
6全学講義棟３号館
⓮理学部 1号館
⓭理学部 2号館
⓫理学部 3号館
⓬理学部講義実験棟
⓯工学部情報工学科棟
⓰大学院理工学研究科棟
⓲工学部電気電子物理工学科棟 1号館
⓱工学部電気電子物理工学科棟 2号館
⓳工学部講義棟
⓴情報メディア基盤センター
　�科学分析支援センター・総合技術支援センター
㉑総合研究棟 1号館
�総合研究棟 2号館
�総合研究棟 3号館
㉒工学部機械工学・システムデザイン学科棟
㉓アイソトープ実験施設
㉕工学部応用化学科棟 1号館
㉔工学部応用化学科棟 2号館
㉖工学部電気電子物理工学科棟 3号館
　・応用化学科棟 3号館
㉗工学部実習工場�・�研究実験棟
㉙工学部環境社会デザイン学科棟 1号館
㉘工学部環境社会デザイン学科棟 2号館
　・レジリエント社会研究センター
㉝工学部環境社会デザイン学科棟 3号館
㉚工学部環境社会デザイン学科第 1実験棟
㉛工学部環境社会デザイン学科第 2実験棟
㉜工学部環境社会デザイン学科第 3実験棟
㉞オープンイノベーションセンター研究棟
㉟納品検収センター
㊱課外活動共用施設
㊲教職員駐車場
㊳防災備蓄品倉庫
㊴テニスコート
㊵野球場
㊶ラグビー場
㊷サッカー場

�大久保農場
�図書館 1号館
�図書館 2号館
�図書館ラーニングコモンズ
�経済学部A棟
�経済学部 B棟
�経済学部研究棟
�保健センター
�大学会館・コンビニエンスストア
�国際交流会館 1号館
�国際交流会館 2号館
�国際交流会館 3号館
�国際交流会館４号館
4駐輪場
�学生駐輪場
�学生駐車場
�学生宿舎

㊸投てき場
㊹ゴルフ練習場
㊺陸上競技場
㊻プール
㊼第 1武道場
㊽弓道場
㊿総合体育館（避難場所）
㊾第 1体育館
�学内合宿研修所
�第１食堂（けやきホール）
�第 2食堂�・�売店
�教育学部A棟
�教育学部 B棟
�教育学部C棟
�教育学部D棟
�教育学部H棟
�教育学部コモ 1号館

埼玉大学
スタンプ

hiroshii
楕円



（別紙様式１）

（技術・家庭（家庭），Ｊ－１） 団体名　：　国立大学法人埼玉大学

日 時 12:00

8月1日
（木）

9:00　開
会式

9:05　オ
リンテー
ション

休
憩
十
分

9:25-10:45　（80分）
（講義）「資質・能力の育成を
目指した家庭分野の指導と
評価」
（担当）熊谷有紀子（文部科
学省初等中等教育局教科調
査官）

休
憩
十
五
分

11:00-12:00　（60分）
（演習）「資質・能力の育
成を目指した家庭分野の
指導と評価」
（担当）熊谷有紀子（文部
科学省初等中等教育局
教科調査官）

昼食

休
憩
十
五
分

休
憩
十
分

16:15～
17:05　（50
分）

情報交換会

片
付
け
十
五
分

8月2日
（金）

9:05諸
連絡

休
憩
十
分

10：45～12：05(80分)
（講義）「高齢社会とエイ
ジングの学習」
（担当）重川純子(埼玉大
学）・工藤由貴子（和洋女
子大学）

昼食

休
憩
十
五
分

休
憩
十
分

16:15　閉会
式
　修了証授与
アンケート回
収、諸連絡

実施会場： 埼玉大学（埼玉県さいたま市）

令和6年度産業・情報技術等指導者養成事業日程

9:00　　　　　　　　　　10:00　　　　　　　　　　11:00　　　　　　　　　　 13:00　　　　　　　　　14:00　　　　   　 　　　　15:00　　　     　　16:00　　　　　　17:00

13:00～14:20　（80分）
（講義・演習）「食育における食
品安全性」
（担当）山本和貴（農業・食品
産業技術総合研究機構）

14:35～16:05　（90分）
(講義・演習）
「日本の衣生活と現在の日本
の繋がり」
（担当）高橋美登梨（埼玉大
学）・大矢幸江（昭和学院短
大）

9:15～10：35　（80分）
（講義・演習）「絵本と子ども　絵
本の読みあいワークショップ」
（担当）吉川はる奈（埼玉大学）・
安東英里佳（文京学院大学）

13:00～14:30　（90分）
（講義・演習）「住まい・住生活
と環境」
（担当）亀崎美苗（埼玉大）・正
岡さち（島根大学）・田中宏子
（滋賀大学）・榎本ヒカル（相模
女子大）

14:45～16:05　（80分）
(振り返り及び発表）「技術・家
庭科（家庭分野）における指
導の充実」
（担当）吉川はる奈・亀崎美
苗・上野茂昭・高橋美登梨
（埼玉大学）



（別紙様式２）  

団体名    埼玉大学        

         講   師   一  覧  

 

  氏  名     職   名     担  当  講  座  

熊 谷 有 紀 子  

 

文部科学省  

初等中等教育局  

教科調査官  

 

講義「資質・能力の育成を目指した家庭

分野の指導と評価」  

演習「資質・能力の育成を目指した家庭

分野の指導と評価」  

山本和貴  農業・食品産業技

術総合研究機構  

講 義 ・ 演 習 「 食 育 に お け る 食 品 安

全 性 」  

高橋美登梨  埼玉大学  准教授  

 

講 義 ・ 演 習 「 日 本 の 衣 生 活 と 現 在

の 日 本 の 繋 が り 」  

ディスカッション「技術・家庭科（家庭

分野）における指導の充実」  

大 矢 幸 江  昭和学院短大  

非常勤講師  

講 義 ・ 演 習 「 日 本 の 衣 生 活 と 現 在

の 日 本 の 繋 が り 」  

吉 川 は る 奈  

 

埼 玉 大 学  教 授  

 

講 義 ・ 演 習 「 絵 本 と 子 ど も  絵 本

の 読 み あ い ワ ー ク シ ョ ッ プ 」  

ディスカッション「技術・家庭科（家庭

分野）における指導の充実」  

安 東 英 里 佳  文 京 学 院 大 学  

非常勤講師  

講 義 ・ 演 習 「 絵 本 と 子 ど も  絵 本

読 み あ い ワ ー ク シ ョ ッ プ 」  

重 川 純 子  

 

埼 玉 大 学  教 授  

 

講 義 ・ 演 習 「 高 齢 社 会 と エ イ ジ ン

グ の 学 習 」  

工 藤 由 貴 子  

 

和 洋 女 子 大 学  家

庭科研究所研究員  

講 義 ・ 演 習 「 高 齢 社 会 と エ イ ジ ン

グ の 学 習 」  

亀 崎 美 苗  

 

埼玉大学  教授  講 義 演 習 「 住 ま い ・ 住 生 活 と 環 境

」  

ディスカッション「技術・家庭科（家庭

分野）における指導の充実」  

榎本ヒカル  相模女子大学教授  講義演習「住まい・住生活と環境  」  

正岡さち  島根大学  教授  講義演習「住まい・住生活と環境」  

田中宏子  滋賀大学  教授  講義演習「住まい・住生活と環境」  

上野茂昭  埼玉大学准教授  ディスカッション「技術・家庭科（家庭

分野）における指導の充実」  

 


